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に電子カルテシステムに触れさせることで電子カルテ実習を行ってきた1, 2, 3, 4）。
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２　電子カルテ実習の目的
　Ａ大学のHMおよびOTの両学科の学生らに，臨床実習へ行く前に電子カルテ実習を行い，電
子カルテ実習前と臨床実習を終えた後にアンケート調査を行って，電子カルテ実習を評価し，各
学科の特性に合った，より良い電子カルテ実習の実施方法を検討することを目的とする。
　また学生に病院の電子化に関する諸知識を習得してもらうことも目的とする。
３　方 法
3.1　電子カルテ実習の方法
　Ａ大学における教育用の電子カルテシステムにはソフトウェア・サービス社の開発による
「ｅカルテ」を実装しており，Ａ大学の全国各地における各キャンパスの専用教室から使用が可
能である。システムの構築体系の概要を図1に示す。
　今回は2007年度の電子カルテ実習受講者に関するデータについて報告する。2007年度はHM学
科の３年次学生を中心とする122名およびOT学科の４年次学生を中心とする21名を対象として，
電子カルテ実習を行った。
　電子カルテ実習では，まず，病院の電子化に関する次の知識を講義した。
▪　電子カルテを利用する上での留意点
▪　電子カルテの特徴
▪　外来業務における，患者／情報／指示伝票それぞれの流れ
　これらの項目に関する講義を受けさせた後，各受講者に模擬患者のカルテを配布し，カルテを
もとに次のような一連の病院事務業務を電子カルテ操作しながら体験させた。
▪　患者の登録／受付
▪　外来診察／入院の予約
▪　血液検査／画像検査指示オーダの発行
▪　外来診療報酬請求書の作成
図１　Ａ大学における電子カルテシステムの構築体系図
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　さらにOT学科の場合は，リハビリの予約・計画なども体験させた。学生へ解説の際に使用し
た講義スライドの一部を図２および図３に示す。
図２　講義スライドの一部ａ（本例は病院の外来業務における流れ）
図３　講義スライドの一部ｂ（本例は病名登録の過程）
162 大　　塚　　敬　　義
3.2　アンケート調査の方法
　電子カルテ実習の開始前に，実習への参加動機，電子カルテについての知識などを調査した3）。
臨床実習が終了した約６か月後に，電子カルテ実習が臨床実習でどのくらい役立ったかの調査を
する。質問内容に各学科の特色を反映させる目的等があるので，学科ごとに一部質問内容を変えた。
⒋　アンケート調査の結果について
　アンケート調査はHM学科およびOT学科の２学科に対して下記のように実施した。
　ａ）電子カルテ実習の実施前
　ｂ）臨床実習からの帰学後
4.1　電子カルテ実習の実施前における調査
　HM学科においては，電子カルテ実習を受講した122名のうち86名から回答があった。OT学科
においては，電子カルテ実習を受講した21名全員から回答があった。
　4. 1. 1　電子カルテ実習への参加動機
　電子カルテ実習前のアンケートにて電子カルテ実習への参加動機を問うた結果を表１に示す。
その結果，「電子カルテは今後必要と思うから」に「はい」と回答した割合は，HM学科が47.7％
であったのに対しOT学科は61.9％と高い割合を示した。また，「電子カルテに興味があるから」
に「はい」と回答した割合は，HM学科は17.4％であったのに対しOT学科は14.3％と低かった。
表１　電子カルテ実習への参加動機
表２　実際の医療現場における電子カルテの必要性に関する認識
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　4. 1. 2　電子カルテの必要性に関する認識
　次に「実際の医療現場では電子カルテが必要だと思うか」と問うた結果を表２に示す。強い肯
定の「必要だと思う」と回答した割合は，HM学科で46. 5％であるのに対し，OT学科では4.8％
にとどまった。なお弱い肯定の「あった方が良いと思う」をも考慮した場合，両学科とも95％以
上の受講者が，肯定の強弱の差はあるが，実際の医療現場では電子カルテが必要であると回答し
ている。
　4. 1. 3　電子カルテの特徴と思うものについて
　「電子カルテの特徴と思うものは何か」を問うた結果を表３に示す。
　各学科において当該学科の全体人数のうち，同意した学生の人数の割合を同意率と定義して示
す。
　「情報を共有できる」についてはHM学科で79.1％，OT学科で85.7％だった。「効率化が図れる」
についてはHM学科で82.8％，OT学科で95.2％だった。
　OT学科からの回答とHM学科からの回答を比べると，回答傾向にさほど差がない。
　4. 1. 4　受講生が電子カルテ実習で学びたいこと
　「この実習で学びたいことはどれか」を問うた結果を表４に示す。前項の質問と同様に，両学
科からの回答を比べると，回答傾向にさほど差がない。
表３　電子カルテの持つ特徴に関する認識
表４　この電子カルテ実習で学びたい項目
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　このように電子カルテ実習実施前に調査した質問４つを学科間で互いに比較した結果，電子カ
ルテへの認識は，両学科間で似た部分もあれば異なる傾向を示す部分もあることがわかった。
4.2　臨床実習後の調査
　HM学科においては，臨床実習後のアンケートにおいて，電子カルテ実習を受講した122名の
うち105名から回答があった。OT学科においては，電子カルテ実習を受講した21名のうち20名か
ら回答があった。
　そのうち次の３つの質問についてはHM学科の回答結果のみに限らず両学科からの回答結果を
示す。
　　▪　質問１-１（表５）
　　▪　質問２（表８）
　　▪　質問３（表９）
　4. 2. 1　臨床実習先における各種システムの有無
　臨床実習に行った医療施設において電子カルテが導入されていたと答えた学生の割合を表５に
示す。
　HM学科で41.0％，OT学科で35.0％であり大差がなかった。これは学科間において臨床実習先
となる医療施設の性質は，著しい違いはないことを示している。
　また電子カルテ以外のシステムについても，臨床実習先における導入状況を尋ねた。その結果
を表６および表７に示す。HM学科学生からの回答によれば，オーダエントリシステムの導入率
は70.5％であり（表６），医事会計システムの導入率は75.2％であった（表７）。
　4. 2. 2　臨床実習先におけるシステム操作経験の有無
　また「臨床実習先で実際に前述３システムについていずれかひとつでも操作の機会があったか」
を問うた。
　結果を表８に示す。「あった」と回答したHM学科学生の割合は58.1％であった（表８）。
　なおOT学科の学生に対してはオーダエントリシステムや医事会計システムの導入状況につい
ては尋ねず，電子カルテの導入状況のみを尋ねた。
　表５，表６，表７で述べたシステム３種類のうち対象を電子カルテシステムに限ると，OT学
科の場合，臨床実習先で電子カルテシステムに触れたとした回答割合は20.0％にとどまった。こ
れは両学科間で差が大きかった。
　4. 2. 3　Ａ大学の電子カルテ実習の内容との関連性
　ついで，「Ａ大学で事前に受けた電子カルテ実習が臨床実習先で役立ったか」を両学科の学生
に尋ねた。結果を表９に示す。「役立った」と回答した割合はHM学科およびOT学科のどちらも
約35％となり，両学科間でほとんど差がなかった。
　さらにHM学科学生からは，本学の電子カルテ実習で扱った項目のうち，臨床実習先で役立っ
た項目を複数回答可で答えてもらった。結果を表10に示す。上位３件は「病院業務の流れを知る」
（62件，105名中の同意率59.0％），「患者の登録をする」（36名，同34.3％），「患者の受付をする」（35
名，同33.3％）であった。
165医療系大学の学生を対象とした電子カルテ実習教育の取り組みについて
表５　実習先における電子カルテの有無
表６　実習先におけるオーダエントリシステムの有無
表７　実習先における医事会計システムの有無
表８　実習先におけるシステム操作経験の有無
表９　Ａ大学で学んだ電子カルテ実習の有用度
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　4. 2. 4　臨床実習先における項目別に見た操作経験
　続けて，臨床実習先で実際にどのような作業項目を経験したのかを具体的に項目別で問うた。
結果を表11に示す。
　上位３件は「患者の登録をする」（66名，同62.9％），「患者の受付をする」（56名，同53.3％），「診
察の予約をする」（17件，同16.2％），であった。
　4. 2. 5　臨床実習先におけるクリニカルパスの聴聞の有無
　臨床実習先においてクリニカルパスに関する話を聞いたかどうかを受講者に尋ねた。結果を表
12に示す。
　「はい」と答えた割合は59.0％であった。
表10　電子カルテ実習で学んだ役立つ項目
表11　臨床実習先医療施設における操作経験項目
表12　臨床実習先におけるクリニカルパスの聴聞の有無
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　4. 2. 6　電子カルテ実習の内容に関する改善要望
　Ａ大学で行った電子カルテ実習に関して，現行の内容よりもさらに時間を掛けて行ったほうが
良い項目はどれかを尋ねた。結果を表13に示す。
　上位３件は「いろいろな種類の保険患者を扱う」（44名，同41.9％），「いろいろなケースの診
療報酬請求書を作成する」（30名，同28.6％），「もっと多くの職種を体験する」（24名，同22.9％）
であった。
⒌　考察とまとめ
　HM（医療経営管理）学科では，58％の学生が病院実習（臨床実習）で，受付や患者登録にお
いて電子カルテを使用した。同学科の６割の学生が病院業務の流れを知る上で，Ａ大学での実習
が役に立ったと評価したので，この電子カルテ実習の１つの目的が達成されたと考えられる。ま
た電子カルテ実習でもっと多くの種類の保険を扱ったほうが良かったという意見が４割あり，今
後の検討課題とする。
　OT（作業療法）学科では，２割の学生が病院実習で電子カルテを使用した。今回の電子カル
テ実習が役に立ったという回答は35％だった。同学科ではHM学科のような詳細な質問をしな
かったのでこれも今後の検討課題としたい。
　今後も学生の満足度を向上させるべく，電子カルテ実習の内容に改善を加え，学生を臨床実習
に送り出す前の限られた時間において電子カルテ実習が最大限の効果をなすようにこの実習の質
を高めていきたい。
　加えて今後は，この教育法を更に改善して，HMやOT以外の他学科にも広げていきたいと考
えている。
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